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概念 指 標 主な出所
人的ネッ 相談相手の人数 安田(1997)、張(2007)

















概念 指 標 質問番号 測定程度
人的ネッ 相談相手白人数 5-(1) 質問粟参考




生計志向 2ー(1)-b l団事 5~曲
地元志向 2一(1)-c l舗-5~却
工夫志向 2-(1)-e l舗 5自掛
事業志向
危険負担志向 2ー(1)ー f 1団事 5~曲
投資志向 2一(1)-g l舗 -5自動
拡大志向 2-(1)-h l舗 5~掛
年間売上高の水準 7ー(1) 質問票参考
経営成果 最近帥溢の推移 7-(2)① b l鋤-5~勘


























































た。 (χ2値の有意確率は、順に、 χ2=66.235，p 
<0.01、χ2=64.917，p<O.Ol).要するに、経
相談相手 度数 平均値 標準偏差
家族・親戚 316 4目10 1.106 
従業員 311 2.95 1.313 
取引先 314 3.36 1.256 
お客 313 3.03 1.125 
同じ商唐街・市場町開業 311 2.55 1.309 
別の商底街・市場の開業者 316 2.83 1.296 
同じ商底街・市場の 310 2.92 1.286 異業種従事者
別の商庖街・市場の 313 2.94 1.324 異業種従事者



























従属変数 独立変数 平均値 標準偏差 t値 有意確立
単一事業 (228) 4.21 0.960 
家族親戚 2.668 0.008* 
多事業展開 (83) 3.83 1.404 
単一事業 (224) 2.99 1.283 
従業員 0.715 0.475 
多事業展開 (82) 2.87 1.377 
単一事業 (224) 2.98 1.194 
取引先 3.425 0.001* 
多事業展開 (84) 3.51 1.308 
単一事業 (226) 3.07 1.127 
お客 1.213 0.226 
多事業展開 (82) 2.89 1.122 
同じ商唐街・市場 単一事業 (223) 2.55 1.358 
の同業者 0.160 0.873 多事業展開 (82) 2.52 1.178 
同じ商庖街・市場 単一事業 (225) 2.67 1.298 
の異業種従事者 -2目898 0.004* 多事業展開 (85) 3.14 1.207 
別の商庖街・市場 単一事業 (220) 2.75 1.322 
の同業者 3.549 0.000* 多事業展開 (85) 3.33 1.117 
別の商底街・市場 単一事業 (224) 2.84 1.326 
の異業種従事者 1.944 0.530 多事業展開 (85) 3.16 1.280 
公的な機関・コン 単一事業 (228) 2.76 1.268 







































従属変数 独立変数 平均値 標準偏差 t値 有意確立
単庖舗経営 (274) 4.14 1.077 
家族親戚 0.742 0.459 
多庖舗経営 (39) 4.00 1.192 
単庖舗経営 (270) 2.93 1.317 
従業員 1.020 0.309 
多庖舗経営 (38) 3.16 1.285 
単庖舗経営 (271) 3.41 1.261 
取引先 1.357 0.176 
多庖舗経営 (41) 3.12 1.166 
単庖舗経営 (270) 3.08 1.115 
お客 1.622 0.106 
多庖舗経営 (40) 2.78 1.121 
同じ商届街・市場 単庖舗経営 (271) 2.59 1.333 
の同業者 1.494 0.136 多庖舗経営 (37) 2.24 1.140 
同じ商庖街・市場 単庖舗経営 (268) 2.89 1.290 
の異業種従事者 0.856 0.393 多庖舗経営 (39) 3.08 1.265 
別の商庖街・市場 単庖舗経営 (272) 2.82 1.292 
の開業者 0.380 0.704 多庖舗経営 (41) 2.90 1.338 
別の商庖街・市場 単庖舗経営 (270) 2.94 1.344 
の異業種従事者 0.086 0.931 多庖舗経営 (40) 2.93 1.248 
公的な機関・コン 単庖舗経営 (275) 2.78 1.326 











































































事業志向 度数 平均値 標準偏差
生計志向 318 .83 1.274 
地元志向 314 3.26 1.108 
工夫志向 317 3.96 1.057 
危険負担志向 316 3.75 1.070 
投資志向 317 3.90 1.017 
拡大志向 319 2.80 1.155 
表7、事業志向に関する6指標の因子分析
指標 第 1因子 第2因子 共通性
生計志向 -0.128 0.828* 0.702 
地元志向 -0.057 0.763* 0.586 
工夫志向 0.65# -0.279 0.505 
危険負担志向 0.763* -0.121 0.597 
投資志向 0.730* -0.022 0.533 
拡大志向 -0.427 -0.301 0.273 
固有値 1.943 1.253 
























従属変数 独立変数 平均値 標準偏差 t値 有意確立
生業志向 (214) 4.25 1.134 
家族親戚 1.564 0.119 
企業家志向(102) 4.04 1.038 
生業志向 (209) 2.91 1.313 
従業員 0.728 0.467 
企業家志向(102) 3.03 1.316 
生業志向 (213) 3.25 1.224 
取引先 2.223 0.027** 
企業家志向(101) 3.58 1.298 
生業志向 (211) 3.00 1.115 
お客 -0.757 0.450 
企業家志向(102) 3.10 1.148 
同じ商唐街・市場 生業志向 (210) 2.49 1.250 
の同業者 1.184 0.237 企業家志向(101) 2.67 1.422 
同じ商底街・市場 生業志向 (214) 2.67 1.238 
の異業種目世事者 2.388 0.018本*企業家志向(102) 3.04 1.355 
別の商唐街・市場 生業志向 (211) 2.68 1.273 
の同業者 1.448 0.149 企業家志向(99) 2.90 1.336 
別の商庖街・市場 生業志向 (213) 2.73 1.260 
の異業種従事者 1.954 0.047** 企業家志向(100) 3.04 1.434 











t=ー 2.388.p<0.05、t=1.945 .p<0.05). 
次に、温州人ネットワークの大きさと商人の
事業志向を見てみよう f:相談相手の銑と「事
業志向」について、 χ2検定を用いて、検証を
行い、統計的に有意な結果が得られた.(X2値
の有意確率は、 X2=38.24.p<0.01).つまり、
異なる事業志向を持っている商人には、相談相
手の人数が異なるととが分かる。
温州商人の人的ネットワークと事業志向との
関係をまとめると、要するに、商人の事業志向
が異なれば、経営における相談相手の人数も違
ってくる。それだけではなく、商人の事業志向
と商人の人的ネットワークの紐帯の強さを見る
と、生業志向を持っている商人は、家族や親戚
という血縁ネットワークに強く依存して、市場
活動を展開している可能性が高い。それに対し
て、企業家志向を持っている商人は、商底経営
を順調に行うために、家族や親戚以外にも、取
引先や異業種の友人を取り込み、商庖経営に闘
する悩み事を相談したり、事業を成長させるた
めの方策について、話し合ったりしていると考
えられる.
そういった人的ネットワークからのサポート
があるからとそ、企業家志向を持っている商人
は、生業志向を持っている商人より、事業成長
や事業拡大への道が聞かれている可能性が高い
とJ思われる.
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4.結論
以上では、温州商人の人的ネットワークと経
営規模、温州商人の人的ネットワークと事業志
向との関係について、実証データを用いて、分
析を行った。その分析結果をまとめると、以下
の通りである.
①温州商人の人的ネットワークと経営規模に
ついて、経営規模の大きい商人と経営規模
の小さい商人とは、経営上における相談相
手の人数が異なるだけではなく、経営規模
の小さい商人は、家族や親戚とよりよく相
談し、経営規模の大きい商人は、取引先、
同じ商業集積の同業者や、同じ商業集積の
異業種の従事者とよりよく相談するという
結果が得られた。つまり、温州商人の人的
ネットワークは、経営規模によって異な
る。
②温州商人の人的ネットワークと事業志向に
ついて、事業志向によって、経営上におけ
る相談相手の人数が異なるだけではなく、
生業志向を持っている商人は、家族や親戚
と良く相談する一方、それ以外の人とは、
あまり相談しない傾向がある.生業志向を
持っている商人に比べて、企業家志向を持
っている商人は、取引先や異業種の友人と
よりよく相談するという結果が得られた。
つまり、温州商人の人的ネットワークは、
事業志向によって異なる
今までの研究は、温州商人の人的ネットワー
クの役割に議論の焦点を定めているため、そう
した温州商人の人的ネットワークの多様性を見
逃していると考えられる。本調査の結果から分
かるように、温州商人のビジネスモデルには、
家族・親戚人友人や取引先などを含めた、多種
現代ビジネス研究
多様な人的ネットワークが存在しているだけで
はなく、その人的ネットワークが、経営規模や
事業志向によって異なるのである.こうした温
州商人の人的ネットワークの多様性を明らかに
することには、温州商人に対する多面的な理解
において、重要な意味を持つと考えられる.
しかし、本研究は、商人の人的ネットワーク
に関する探索的な実証研究であるがゆえに、ま
だいくつかの課題も残されている。今回の統計
調査では、経営規撲や事業志向によって、それ
ぞれの商人のネットワークには差があると実証
できたが、果たして、温州商人は、多様性の高
い人的ネットワークを構築しているから、経営
規模の拡大や企業家志向の高揚につながったの
か。それぞれの因呆関係については、明らかに
になっていない。こうした課題は、今後の商人
研究を通じて、明らかにしたいと考えている。
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注
1 2010年8月20日に、「瑞安商枕で行われた商
唐主へのインタビュー調査のデータによる.
2商庖の経営規模を測る上で、従業員数や売上高な
どの指標があるが、従業員数について、 8割以上
の商唐は、夫婦で商庖経営を行っているため、忙
しい時だけ、従業員を何人か増やすことがあって
も、商唐の従業員数を統計データで把握するとと
が困難である.売上高に闘して、年間売上高が
1000万円未満の商広がかなり集中しているた
め、商庖聞の売上高に差が見られなかったため、
少し不完全ではあるが、経営規模の代替指標とし
て、 「商底経営以外の事業」と「経営する底の聖む
を用いている.
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